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「江戸川区地域防災計画（令和７年度修正素案）」の意見募集結果について 

 

 

「江戸川区地域防災計画（令和７年度修正素案）」に関する意見募集手続は、令和 7年 5

月 15日から 6月 13日までの期間で行いました。その際、3名より計 6件のご意見をいただ

きました。お寄せいただいたご意見及び区の考え方は、以下のとおりです。 

 

 

１ 意見募集手続の概要 

（１）意見募集期間 

令和 7年 5月 15日から 6月 13日までの間 

（２）周知方法 

ア 区公式ホームページに掲載 

イ 令和 7年 5月 15日号の「広報えどがわ」に掲載 

※危機管理部防災危機管理課窓口に閲覧用の印刷物を設置 

（３）意見の提出方法 

   ア 区公式ホームページ 

   イ 持込み又は郵送 

（４）提出先 

危機管理部防災危機管理課計画係 

 

 

２ 意見募集の結果 

 

 頂いたご意見 区の考え方 

１ 子ども、特に乳幼児を抱える家庭にと

って、避難生活は日常と大きく環境が変

わるため、赤ちゃんが体調を崩したり、機

嫌が悪くなったりすることが多くありま

す。こうした状況に配慮した避難所運営

の整備を強く希望します。 

【具体的な要望】 

１.赤ちゃんや小さな子どもを連れた家

庭向けの専用スペースを確保し、音や泣

き声を気にせず過ごせる環境づくりをお

 ご意見ありがとうございます。 

 避難所生活において乳幼児を抱えるご

家庭が安心して過ごすことのできる環境

づくりは極めて重要であると考えており

ます。 

 江戸川区地域防災計画(以下「計画」と

いいます。)では避難所ではできるだけ要

配慮者や女性等に配慮した支援を行う

(「計画」P.127)と明記しており、具体的

には避難所運営における、被災者のプラ



2 

願いします（防音設備が難しい場合でも、

仕切りや配置の工夫で対応可能かと存じ

ます）。 

２.授乳室の設置・確保を明確に計画に盛

り込んでください。 

３.授乳やおむつ替えなど、プライバシー

を必要とする場面において、不審者の覗

き見などが起きないよう見張り役（ボラ

ンティアでも可）を配置し、安全性を担保

する体制づくりをお願いいたします。夫

や祖父などの家族が参加しやすいよう、

ネームプレートなどをつけて明確に立場

がわかる仕組みがあると安心です。 

以上、避難所がすべての世代にとって

安心できる場所になるよう、実効性ある

配慮を計画に盛り込んでいただけますと

幸いです。 

 

 

 

イバシー及び安全の確保とともに女性や

子ども避難者への配慮として、以下の対

策を行うとしております。 

〈女性や子どもへの配慮事項〉 

ア 女性や子どものための相談窓口 

イ 女性専用の物干し場、更衣室、授乳室

の設置 

ウ 女性専用の物資配布 

エ 防犯対策(性暴力・DV防止など) 

オ 交流(遊び)スペースの確保 

カ 子ども用の生活用品の導入 

(「計画」P.132) 

 なお、避難所の運営は自主防災組織等

を中心とした避難者による自主運営で行

うことを原則としており、その運営にお

いては、できるだけ女性の参画を推進す

るとともに、男女等のニーズの違いなど

多様性の視点等に配慮することを基本方

針としております。現在区内 111 カ所の

避難所の自主運営が円滑に行われるよう

に、学校・区民・区が一体となって組織す

る「避難所運営協議会」を設置しておりま

す。区は学校及び周辺住民と連携し、避難

所の運営ルールや方針、役割分担等を事

前に協議し定めております。協議内容に

ついては、「避難所開設・運営マニュアル」

(以下「マニュアル」といいます。)として

まとめております(「計画」P.60)。具体的

には以下のような記載がございます。 

・乳幼児のいる家庭のストレス軽減のた

め、乳幼児のいる世帯専用の居室を設け

る(「マニュアル」P.32)。 

・女性が安心して着替えることができる

よう男女別の更衣室の確保や乳幼児の授

乳室なども設置する(「マニュアル」

P.37)。 

・不足がある物資等は高齢者や乳幼児、

傷病者等要配慮者を優先する(「マニュア
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ル」P.46)。 

 ご家族のネームプレート等、具体的な

ご意見を今後の避難所運営協議会に反映

させていただきながら、避難所運営・生活

支援の在り方について検討を継続してま

いります。 

２ 素晴らしいと思います。 ご賛同ありがとうございます。 

３ 【第１部第１章第１節２計画の前提】                                                                                       

風水害対策の前提を「江戸川区の地理的

特性」とのみ表記するだけでは具体性に

著しく欠けていて、前提とは言い難い。

自助を７割とすることとの関連性が読み

取れない。 

洪水や高潮、集中豪雨などの風水害対策

に取り組むうえで、地理的特性を鑑みる

ことは最も重要な観点であると考えてお

ります。三方を大河川や海に囲まれたゼ

ロメートル地帯という地理的特性を鑑

み、江戸川区にとって必要不可欠な風水

害対策に取り組んでまいります。 

４ 【第１部第２章第１節２基本的責務

（２)区民の責務】                                                                                              

風水害に対する自助の理念の記述がな

い。 

ご意見を踏まえ、震災のみならず、風水害

に対する自主的な備えについて加筆いた

しました。  

(江戸川区地域防災計画令和７年度修正

[本冊]P.4) 

○ 区民は、次に掲げる事項について、

自ら風水害に備えるよう努めなければな

らない。                                                               

ア 江戸川区の地理的特性や浸水等の風

水害リスクの確認                                                                                                              

イ 水害ハザードマップによる自宅など

の浸水想定や浸水継続時間などの確認                                                                                                   

ウ 台風情報や気象予測、公共交通機関

などの情報、区からの避難情報などの収

集・確認                                                                                                 

エ 大規模水害が予想されるときの広域

避難先や避難方法などの確認                                                                                                

オ 広域避難が難しい場合などの避難先

となる地域防災拠点や待避施設（小中学

校等）の場     

所や経路などの確認                                                              

カ 非常持ち出し品や十分な備蓄品の事

前準備                                                                                                     

キ 日頃からの家族や近隣住民との避難
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計画などの情報共有  

５ 【第２部第３章第４節１国管理河川の整

備（１）堤防の強化】                                                                        

高規格堤防の整備には多大な費用と年月

を要するにもかかわらす、耐越水性能は

計画堤防高より 15ｃｍ高いだけであ

る。高規格堤防整備より通常堤防の整備

や河道掘削など流下能力の確保が喫緊の

課題である。高規格堤防整備は堤防の強

化施策として不適当である。 

水害を未然に防止するため、国や東京都

などと連携し、高規格堤防整備などの堤

防強化や治水対策に取り組んでまいりま

す。 

６ 【第４部その２【風水害編】●抜本的な

治水対策の必要性】                                                                              

スーパー堤防（高規格堤防）は堤防の強

化施策として不適当である。 

水害を未然に防止するため、国や東京都

などと連携し、高規格堤防整備などの堤

防強化や治水対策に取り組んでまいりま

す。 

 


